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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月5日(2010.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＦＤＭ方式により変調されたＯＦＤＭ信号を受信するＯＦＤＭ受信装置において、前
記ＯＦＤＭ信号にはデータキャリアの信号とパイロットキャリアの信号が含まれており、
当該ＯＦＤＭ受信装置は、受信信号に含まれるパイロットキャリアの信号を検出するパイ
ロット検出手段と、
前記パイロット検出手段により検出されたパイロットキャリアの信号に基づいて、狭帯域
のＬＰＦを用いてキャリア方向の内挿補間処理を行って、データキャリアの信号の位置に
おける伝送路特性を検出する第１の内挿補間処理手段と、
前記パイロット検出手段により検出されたパイロットキャリアの信号に基づいて、広帯域
のＬＰＦを用いてキャリア方向の内挿補間処理を行って、データキャリアの信号の位置に
おける伝送路特性を検出する第２の内挿補間処理手段と、
前記受信信号に含まれる干渉波の状況を検出する干渉波検出手段と、
前記干渉波検出手段による検出結果に基づいて、周波数選択的な干渉波がないと判定され
た場合には前記第１の内挿補間処理手段による処理結果を選択し、周波数選択的な干渉波
があると判定された場合には前記第２の内挿補間処理手段による処理結果を選択する選択
手段と、
前記選択手段により選択された内挿補間処理手段による処理結果を用いて前記受信信号を
等化処理する等化処理手段と、
を備えたことを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
【請求項２】
　ＯＦＤＭ方式により変調されたＯＦＤＭ信号を受信するＯＦＤＭ受信装置において、前
記ＯＦＤＭ信号にはデータキャリアの信号とパイロットキャリアの信号が含まれており、
当該ＯＦＤＭ受信装置は、受信信号に含まれるパイロットキャリアの信号を検出するパイ
ロット検出手段と、
前記パイロット検出手段により検出されたパイロットキャリアの信号に基づいて、狭帯域
のＬＰＦを用いてキャリア方向の内挿補間処理を行って、データキャリアの信号の位置に
おける伝送路特性を検出する第１の内挿補間処理手段と、
前記パイロット検出手段により検出されたパイロットキャリアのキャリア方向で一つ前等
一つ隣のパイロットキャリアの信号（例えば、振幅値や位相値）を前記パイロットキャリ
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アの信号の代わりに置き換えて内挿する処理を行って、データキャリアの信号の位置にお
ける伝送路特性を検出する第２の内挿補間処理手段と、
前記受信信号に含まれる干渉波の状況を検出する干渉波検出手段と、
前記干渉波検出手段による検出結果に基づいて、周波数選択的な干渉波がないと判定され
た場合には前記第１の内挿補間処理手段による処理結果を選択し、
周波数選択的な干渉波があると判定された場合には前記第２の内挿補間処理手段による処
理結果を選択する選択手段と、
前記選択手段により選択された内挿補間処理手段による処理結果を用いて前記受信信号を
等化処理する等化処理手段と、
を備えたことを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
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